
 

 

令和６年度 第３回 区民との意見交換会 

質問・意見及び当組合の考えについて 
 

１ 募集期間  令和７年３月２４日（月）から４月２日（水）まで 

２ 質問・意見の件数 11件（テーマに関して：８件／その他：３件） 

３ 区民の皆様からの質問・意見内容及び当組合の考え 

 

【テーマ】令和７年度当初予算のあらまし 

№ 区民の皆様からの質問・意見 当組合の考え 

１ 

【歳入：分担金及び負担金】 

「分担金は年度ごとの予算規模に連動されるのではなく段階的な引き

上げを行っています。」となっているが、段階的な引き上げというのは

具体的にどういうことか。 

令和７年４月現在の令和元年度から令和７年度の当初予算額と分担金の金額

は次の表のとおりです。 

（単位：億円）     

 

当初予算額 

 

分担金 前年度から

の差額 

令和元年度 ７８６ ３３０  

令和２年度 ９１９ ３７０ ４０ 

令和３年度 ９２４ ３９０ ２０ 

令和４年度 １,０２４ ４２０ ３０ 

令和５年度 ８５４ ４５０ ３０ 

令和６年度 ９９７ ４８０ ３０ 

令和７年度 １,０４６ ５２０ ４０ 

清掃一組では平成初頭に建設された多くの清掃工場が順次更新時期を迎え、

建替えなどの施設整備費が増大しており、必要な財源を確保するため分担金

を増額する必要があります。その際、金額の急激な増加を防ぐため、段階的

に一定額を増額しています。 

２ 

【歳入：使用料及び手数料】 

令和７年１月現在（累計実績）、対前年度比で若干の増加傾向である

が、令和７年度は持込ごみ量をどのように見込んでいるのか。 

令和５年度と令和６年度の月別持込ごみ量の実績をもとに、令和５年度から

６年度の上昇率を算出し、同率で令和６年度から令和７年度もごみ量が増え

るという試算をしています。 

３ 

【主な特色項目：安定した財政基盤の確立】 

土地の貸付収入は、品川清掃工場敷地内の実証確認に関してのようだ

が、予算額1,100万円は令和７年度単年度の予算なのか。 

また、本件は単年度の予定なのか。 

土地の貸付に関しての予算額1,100万円は令和７年度単年度の予算です。 

また、本件の予定期間は令和12年度までとなります。 

４ 

【歳入：諸収入】 

売電収入、売電単価はどれくらいの下落を見込んでいるのか。 

令和７年度当初予算における電力エネルギー売払収入は 103 億 8,939 万 7 千

円であり、対前年度比13億8,096万8千円の減と見込んでいます。 

令和７年度の売電単価（税込）は 14.12 円/kWh であり、対前年度比 1.83 円

/kWhの減と見込んでいます。 

５ 

【歳入：諸収入】 

鉄屑等売払代金で、令和５年度決算では62,700kg、4,528,087円とな

っていたが、令和７年度予算では、鉄、アルミニウム、その他（廃バ

ッテリー、羽毛布団、除湿機等）の内訳はどの程度見込んでいるの

か。 

R7予算における内訳は以下のとおりです。 

なお、令和７年度予算における計画量は公表しておりません。 

区分 予算額 

鉄 267,128千円 

アルミニウム 154,979千円 

その他 4,325千円 

合計 426,432千円 

また、ご質問にて記載いただいている決算額はその他分のみであり、鉄・ア

ルミニウム含むR5決算内訳は以下のとおりです。 

区分 収入済額 実績量 

鉄 216,652,491円 15,251,880㎏ 

アルミニウム 148,644,758円 728,300㎏ 

その他 4,528,087円 62,700㎏ 

合計 369,825,336円 16,042,880㎏ 
 



 

2 

№ 区民の皆様からの質問・意見 当組合の考え 

６ 

【主な特色項目：不適正搬入防止の推進】 

資源化物の搬入規制の基礎データになるように、不適正搬入防止だけ

でなく、チェックシートなどで資源化可能な紙類や資源物のチェック

などもして欲しい。 

当組合は、各清掃工場等への廃棄物の受入基準を定め、これに違反するもの

を不適正搬入物としています。搬入物検査は、有害なごみや工場の管理運営

に支障をきたすごみが各清掃工場等で処理されることで、工場が故障したり

稼働を停止したりすることを防ぐことを目的に実施しています。 

一方で、ご指摘のあった資源化物については、各区の事業として排出者に対

するごみの分別、資源化等の普及啓発を各区が広報紙やリーフレット、ホー

ムページなどにより行っています。 

なお、清掃工場に搬入されるごみの性状については、施設の設計・維持管理

等の基礎データを得るため、施設ごとにごみ性状調査により確認していま

す。 

７ 

（令和７年度当初予算のあらまし（冊子）より） 

世田谷清掃工場建替工事の仕様の見直しとは、煙突を再使用するとい

うことか。 

仕様の全体的な見直しを行い、煙突の再使用もその中に含まれます。 

８ 

【主な特色項目：清掃工場の建設】 

渋谷清掃工場北側用地の取得は、国庫補助金は出ないのか。また、用

地取得による清掃工場としてのメリットは何か。 

渋谷清掃工場北側用地は、清掃工場の緩衝緑地及び資材置場として都市計画

決定がされ、平成11年度から東京都清掃局が用地取得を開始し、平成12年

4月の清掃事業区移管により当組合が用地取得事業を承継しました。現在ま

でに約71%の用地を取得し、取得済の部分については緩衝緑地及び資材置場

として利用しています。 

国庫補助の対象となるのは、廃棄物の処理に直接必要な設備等を建設する事

業で、必要に応じ最小限度の用地の取得に係る事業を含むことができるとさ

れています。そのため緩衝緑地及び資材置場としての取得は国庫補助の対象

とはなりません。 

渋谷清掃工場北側用地の約29%が未取得であるため、本来計画していた利用

ができていません。また、近年、渋谷清掃工場周辺では大規模開発が進んで

おり、生活環境と清掃工場がより接するようになっています。そのため、緩

衝緑地としての重要性がより高まっています。さらに、渋谷清掃工場はしゅ

ん工から24年目を迎え、敷地も狭いことから、今後の大規模補修、施設の

更新等を見据えると資材置場を確保しておく必要性もより高まっています。

こうしたことから未取得用地について積極的に取得を進めていくものです。 

その他 

今回のテーマ及び開催内容以外の質問（決算に関すること３件）  

        


